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盛夏の候、皆様におかれましては、ますますご壮健のこととお喜び申し上げます。また、平素は学校
活動に多大なご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。
例年であれば、すでに夏休みの真っ最中の時期ですが、今年は本日をもってようやく夏休みを迎え
ることになりました。短い期間ではありますが、自分自身の学習を思う存分すすめることができる期間で
す。
三者面談以降、各生徒は目標となるゴール地点と現在の自分の位置をはっきりと自覚し、やるべきこ
とに向き合い試行錯誤しながら受験勉強をすすめております。職員室に質問に来る生徒の数も、以前
にも増して多くなりました。各生徒が、いよいよ受験モードに突入しているという雰囲気を強く感じてい
ます。われわれもそのサポートに全力を尽くしていく所存です。一方で、心配な生徒がいるのも事実で
す。受験モードの波になかなか乗り切れていない生徒や、受験への意識が高まり取り組むべき内容の
多さに圧倒されている生徒など悩みの種類は様々ですが、あわせてサポートしていく必要性を感じて
おります。
今年は例年とは違う流れでの生活が続いています。知らずのうちに疲れが溜まっていることも考えら
れます。ただでさえ受験勉強に臨むにあたっては、体力も精神力も消耗するものです。目標に向かっ
て努力することはもちろん大切ですが、そのためには健康な心・体であることが大前提です。睡眠時間
を削りすぎるなど、くれぐれも無理のないようにしてもらいたいと思います。
夏休みをうまく利用し、飛躍の二学期になることを期待しております。

今回は、

〇入試における出題範囲について
〇配布物一覧
〇今後の主な予定

についてお伝えいたします。

入試における出題範囲について

8月1日の新聞報道で、国立大学の７割が入試において配慮をするという内容が出されました。
具体的な内容としては、
・発展的内容を出題しない
・補足説明を書いて発展的内容を出題する
・選択問題を設ける
といったものが各大学ごとに発表されています。配慮なしという大学もあります。
私立大学においても、それぞれの大学から入試情報が発表されてきています。各大学での対応が変
わるため、今年は例年以上に情報収集の必要性が高まります。受験する可能性のある大学の入試情
報については、こまめにチェックしておくように生徒にも伝えています。

しかし、大学によって対応が分かれるのは予想できていたことですし、大学側も対応に苦慮している

様子が伝わってきます。こんな状況だからこそ言えるのは、本質を見失わないことだと考えていま
す。

われわれが考える本質は、

「自分が置かれている状況のなかで、目標に向かって自分ができる最大
の努力をする力をつける。」 ことです。

高校３年生の今は、目の前にある壁が大学受験ですが、人生のライフステージにおいて目の前の現
れる壁は変化していきます。
人生において大学受験の占める意義が大きいのは間違いありませんが、それで人生の全てが決定
するわけではありません。大学受験という壁を乗り越える経験を経て、どのような力を身につけるかも同
じくらい意義のあることです。当事者である受験生自身は、なかなかその境地に至るのは難しいかもし
れませんが、われわれ含めたまわりの大人が状況に振りまわされることなく、本質を語ってやることも例
年以上に大切であると感じています。

配布物

１．成績通知表 ５．夏休みの心得
クラス平均点の６割未満が欠点となります。 ６．人権通信「青空」
＊がついている科目が欠点です。 ７．二学期行事予定

２．考査成績表（１学期期末） ８．図書委員だより
３．学年通信 ９．ほけんだより
４．一学期会計報告 １０．健康チェック表 ＊8月17日提出

今後の主な予定

８月 １７日（月） 始業式
１８日（火）～ 午前：授業 午後：講習（希望者）
（２８日（金）） ＊８／２２・２９は週休日

２４日（月） （全クラス）第２回全統共通テスト模試 ＊要昼食

２５日（火）
（1,2組）授業
（3～7組）共通テスト模試の続き

３１日（月）～ 通常授業

＊8月17日(月)～ 食堂の営業は行います。


